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埼玉県立東松山特別支援学校ＰＴＡ会則 

 

第１章 総則 

  （名称及び目的） 

  第１条 本会は、埼玉県立東松山特別支援学校ＰＴＡ（以下本会）と称し、事務所を同校内に置く。 

           埼玉県東松山市野田１３０６－１  

（目的） 

第２条 本会は、会員相互の信頼と協調とに基づき、学校並びに家庭における教育に対し理解を深     

め互いに向上をはかるとともに児童・生徒の幸福な成長のために寄与することを目的とする。 

  

（活動） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

     １  学校と家庭の連携に関すること。 

     ２  会員相互の教養親睦に関すること。 

     ３  調査研究及び学校行事への協力。 

     ４  会員児童・生徒の慶弔に関すること。 

     ５  その他、本会の目的達成に必要な事項。 

 

第２章 会員 

  （会員） 

  第４条 本会は次の会員をもって組織する。 

     １  本校に在籍する児童・生徒の父母またはこれに代わる者。ただし、兄弟で在籍する場合は、 

一会員とする。） 

     ２  本校に在籍する教職員。 

 

第３章 経理 

 （会計） 

  第５条 本会の経理は、一般会計をもって処理する。 

 （経費） 

  第６条 本会の経費は、会費・寄付金並びにその他の収入金によって支弁される。 

 （会費） 

  第７条 

     １ 本会の会員は、会費を負担するものとする。 

     ２ 会費は月額４００円とする。ただし特別の事情のあるものは、会費の減額又は免除の処      

置を受けることができる。 

     ３ 必要に応じ、臨時会費を徴収することができる。 

  第８条 

     １ 本会の経費は総会の議決を経た予算に基づいて行われる。 

     ２ 決算については毎年度会計監査を経て総会に報告され、承認を得なければならない。 

 

第９条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

第４章 役員 

 （役員） 

  第１０条 １ 本会に次の役員を置く。 
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       （１）会 長             １名 

       （２）副会長            ３名（うち職員１名で校長か教頭） 

       （３）幹 事         若干名（保護者２名、職員若干名） 

       （４）会 計             ２名（保護者１名、職員１名） 

       （５）監 事             ２名 

        （６）部 員      若干名 

       ２ 役員は他の役員及び監事を兼ねることができない。 

       ３ 会長に欠員が生じた場合は副会長がこれにあたる。 

        ４ 選出が難しい場合は、年度ごとに柔軟に対応できるものとする。 

       ５ 上記役員以外に本部サポーターをおくことも可能とする。 

  （役員等の任期） 

  第１１条 １  本会の役員の任期は１年とする。但し再任をさまたげない。 

       ２ 役員ならびに監事に欠員が生じた場合は役員会がこれを補充する。但し任        

期は前任者の残任期間とする。 

 

  （役員の選出） 

  第１２条 役員は会員の中から次の方法で選出する。 

       １ 会長は会員の中から役員会で選出し総会において承認を得るものとする。 

       ２ 副会長は会員の中から役員会の承認の上会長が委嘱する。 

       ３ 部員は会員の中から会長が委嘱する。 

       ４ 幹事・会計は会員の中から会長が委嘱する。 

       ５ 監事は役員以外の会員の中から会長が委嘱する。 

 

 （会長） 

  第１３条 １ 会長は会を代表し、次の職務を行う。 

       （１）総会及び役員会を招集する。 

       （２）役員会の承認を得て臨時総会及び臨時役員会を招集することができる。 

 

       ２ 会長は監査会を除くすべての会合に出席して意見を述べることができる。 

 

 （副会長） 

  第１４条 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 

 

 （幹事） 

  第１５条 幹事は総会及び役員会の議事ならびにこの会の活動に関する重要事項を記録するとともに、議事

録・通信その他会務に関する文書を保管し、会長の指示にしたがってこの会の庶務を行う。 

 

 

 （会計） 

  第１６条 会計は次の職務を行う。 

      １ 予算に基づくいっさいの会計事務を行う。 

      ２  定期総会における会計報告ならびに監査終了後の決算報告。 

      ３  予算立案への協力。 
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 （監事） 

  第１７条 

      １ 監事は経理を監査する。 

      ２ 監事は必要に応じ、臨時会計監査を行うことができる。 

 

 （部員） 

  第１８条 

      １ 学年部員は、学部・学年集会を運営する。 

      ２ 役員に欠員が生じた場合は、該当する各学年で速やかに補充する。 

 

第５章 会議 

 

  第１９条 本会はその目的達成のため次の機関をおく。 

      １ 総会 

      ２ 役員会 

      ３ 専門部会 

 

 （総会） 

  第２０条 

      １ 総会は本会の最高議決機関であり毎年開催する。なお必要により臨時に開催することができ、

次のことを行う。 

 

      （１） 事業報告・事業計画の審議及び承認 

      （２）  決算報告・予算の審議及び承認 

      （３）  役員の選出及び承認 

      （４）  会則の変更 

      （５）  その他必要事項 

 

      ２ 総会は会員の３分の１以上の出席（委任状を含む）をもって成立し、議事は出席会員の過半数

をもって決する。 

 

 （役員会） 

  第２１条 役員会は正副会長、幹事、会計、部員で構成し定期的及び必要により臨時に開催し、次のことを

行う。 

 

      １  本会運営に関する必要事項の立案、審議及び決定 

      ２  決算及び予算の審議 

      ３  役員の選出 

      ４  会則の変更 

      ５  その他必要な事項 

 

 （専門部会） 

  第２２条 本会の活動を促進するために、以下の専門部会をおく。尚、専門部員は小・中・高各学部員が兼

ねることとする。 
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      １ 行事部会は、会員及び児童・生徒の親睦を図るための活動を行う。 

      ２ 進路部会は、作業所や施設の見学、学習会を開催し、会員の意識・知識の向上を図る。 

      ３ 広報部会は、広報紙「松の実」の発行を行う。 

 

 （監査会） 

  第２３条 監事は年度末に会計について監査を行う。 

 

第６章 顧問 

  第２４条 本会に顧問を置くことができる。顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。 

 

第７章  補則 

 （細則及び規定） 

  第２５条 

      １ 本会の運営に関し必要な細則及び規定は、この会則に反しない限りにおいて、役員会の議を経

て定める。 

      ２ 役員会は細則及び規定、改正又は廃止した場合は、次期総会にその結果を報告しなければなら 

ない。 

 

第８章 改正 

 （会則の改正） 

  第２６条 

      １ この会則の改正は総会において出席会員の３分の２以上の賛成を得なければ行うことができな

い。 

 

      ２ 会則改正案は総会開催の１週間前までに全会員に公示しなければならない。 

 付則 

１ この会則は昭和５５年９月２５日より施行する。 

２ 昭和５７年５月７日一部改正 

３ 昭和５８年５月６日一部改正 

４ 昭和６３年５月６日一部改正 

５ 平成元年５月１日一部改正 

６ 平成９年４月２８日一部改正 

７ 平成１３年４月２７日一部改正 

８ 平成１７年４月２８日一部改正 

９ 平成１８年５月８日一部改正 

10 平成２０年５月７日一部改正 

11 令和３年５月７日一部改正 

12  令和４年５月６日一部改正 

 細則 

１ 年度途中に入退会する会員の会費は次のとおりとする。 

   月の１５日以前の入会についてはその月の会費を納め、１６日以後の入会についてはその翌月の会費より

納めるものとする。 

   また、退会については、退会月に１５日以上在籍する場合に会費を納めるものとする。 
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別表 
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慶  弔  規  定 

 

第１条 本規定は、会則第２５条に基づいてこれを定める。 

第２条 本会の会員に慶弔規定等があった場合には、この規定の定めるところにしたがい会の名においてその意

を表すものとする。 

第３条 慶弔、見舞いは次のとおりとする。 

   １ 会員・児童・生徒の死亡          １０，０００円又は花輪（時価） 

   ２ 会員・児童・生徒の傷病等（１ヶ月以上の入院）       ５，０００円 

   ３ その他特別の事由があり必要と認めたときは、役員会で決定する。        

    

     

第４条  慶弔、見舞の返礼は一切受けないものとする。 

第５条  第３条の金額の改正の必要を認めた場合は会則第２５条を準用する。 

第６条  本規定第３条は昭和５５年９月２５日より施行する。 

 

 

付則 

１ 平成元年５月１日一部改正 

２ 平成１３年４月２７日一部改正 

３ 平成１７年４月２８日一部改正 

４ 平成１８年５月８日一部改正 
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埼玉県立東松山特別支援学校ＰＴＡ会則 

第７条に基づく会費の減額・免除取扱要綱 

  （趣旨） 

第１条 この要綱は、本校ＰＴＡ会則第７条の規定に基づき、本校「ＰＴＡ」会費の減額・免除（以下「減免」

という。）に関する事務処理について、必要な事項を定めるものとする。 

 

  （減免の対象となる事由） 

第２条 減免の対象となる事由は、次の各号に揚げるとおりとする。 

（１） 天災その他不慮の災害を受けたとき 

（２） 保護者の死亡、長期の疾病にかかったとき 

（３） 失職、転職等により家計が急変したとき 

（４） 生活扶助受給者（生活保護法の規定による生活扶助を受けている世帯に属する者） 

（５） その他、経済的に困窮していることにより会費の納入が困難な者 

 

（減免の申請の手続き）  

第３条 減免申請を受けようとする者は、以下の書類を提出するものとする。 

   ア ＰＴＡ会費減免申請書 

   イ 担任の所見 

 

  （減免の審査及び決定） 

第３条 減免の審査及び決定は、校長に委任するものとし、申請書をもとに特別教育就学奨励費にかかる「収入

額・需要額調書」の埼玉県教育委員会による支給区分の「１」段階に決定された者のうち、需要額分の

収入額の割合を参考に審査及び決定をする。 

 

付 則 

  （施行期日） 

１ この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 


